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高
校
生
を
対
象
と
し
た
司

書
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
７

月
に
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図

書
館
本
館
で
行
わ
れ
た
。
高

大
連
携
協
定
校
の
座
間
総
合

高
校
、
教
育
交
流
提
携
校
の

浦
和
学
院
高
校
な
ど
か
ら
18

　
任
期
満
了
に
伴
う
法
学

部
、
商
学
部
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
情
報
学
部
の
学
部
長
選
挙

が
各
学
部
教
授
会
で
行
わ
れ

た
。

　
法
学
部
長
に
は
田
邊
宏
康

学
部
長
が
、
商
学
部
長
に
は

石
原
裕
也
学
部
長
が
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
長
に
は

飯
田
周
作
学
部
長
が
、
そ
れ

ぞ
れ
再
任
さ
れ
た
。

　
任
期
は
い
ず
れ
も
９
月
１

日
か
ら
２
０
２
５
年
８
月
末

ま
で
。

３
学
部
長
が
再
任

法

商

ネ
ッ
ト
情
報

高
大
連
携

　
専
修
大
学
は
、
神
奈
川
県

立
城
郷
高
校
（
横
浜
市
神
奈

川
区
）
と
高
大
連
携
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
た
。
今

後
、
双
方
で
積
極
的
な
教
育

交
流
を
行
う
。

　
８
月
１
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
調
印
式
が
行
わ
れ
、

佐
々
木
重
人
学
長
と
細
田
俊

哉
校
長
が
協
定
書
に
調
印
し

た
。
佐
々
木
学
長
が
「
城
郷

協定書を交わす佐々木学長（左）と細田校長

高
校
が
掲
げ
る
ス
ク
ー
ル
ポ

リ
シ
ー
は
、
本
学
が
推
進
す

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
活
動

に
通
じ
る
部
分
が
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
協
力
で
き

る
。
本
学
の
知
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
」と
話
す
と
、

細
田
校
長
は
「
高
大
連
携
を

通
じ
た
活
動
が
、
生
徒
た
ち

が
進
路
を
考
え
る
際
の
参
考

に
な
れ
ば
」
と
応
じ
た
。

　
今
後
は
教
育
交
流
活
動
と

し
て
、
高
大
連
携
聴
講
生
の

受
け
入
れ
や
司
書
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
、
大
学
生
が
教
育

現
場
で
研
修
活
動
を
行
う
教

科
研
修
生
の
実
施
と
い
っ
た

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す

る
予
定
。

　
本
学
で
は
、
２
０
０
３
年

度
か
ら
高
大
連
携
を
推
進
し

て
お
り
、
高
大
連
携
協
定
校

は
19
校
目
と
な
る
。

城郷高と高大連携協定

　
千
代
田
区
と
区
内
の
大
学

な
ど
が
連
携
し
、
区
に
関
す

る
事
象
を
調
査
・
研
究
す
る

２
０
２
３
年
度「
千
代
田
学
」

に
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
部
の
土
屋
昌
明
教
授

が
研
究
代
表
を
務
め
る
事
業

が
採
択
さ
れ
た
。

　
事
業
名
は
「
文
化
的
多
様

性
を
持
つ
千
代
田
区
の
国
際

性
に
関
す
る
調
査
・
研
究
｜

千
代
田
区
の
街
と
人
を
め
ぐ

る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
そ

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像

の
制
作
」。昨
年
度
の
千
代
田

学
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
区
の

国
際
性
や
文
化
的
多
様
性

を
、
街
歩
き
を
ベ
ー
ス
に
探

求
。映
像
と
し
て
記
録
し
、複

数
の
言
語
の
字
幕
を
つ
け
て

発
信
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
研
究
者
・
協
力
者
と
し
て

は
、
い
ず
れ
も
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
今
井

ハ
イ
デ
准
教
授
、
映
画
監
督

で
も
あ
る
舩
橋
淳
客
員
教
授

ら
が
参
加
す
る
。

　「
都
市
と
文
化
」
を
テ
ー

マ
に
し
て
い
る
今
井
ゼ
ミ

は
、
昨
年
度
の
千
代
田
学
に

も
協
力
。
ゼ
ミ
生
た
ち
は
神

田
神
保
町
を
中
心
に
街
歩
き

し
、
地
域
住
民
な
ど
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
て
き
た
。

　
土
屋
教
授
は
「
学
生
た
ち

に
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

通
じ
て
、ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル（
歩

　
東
京
国
立
博
物
館
で
今
夏

開
催
さ
れ
て
い
た
特
別
展

「
古
代
メ
キ
シ
コ
｜

マ
ヤ
、

ア
ス
テ
カ
、
テ
オ
テ
ィ
ワ
カ

ン
」
を
よ
り
深
く
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
異
文
化

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

が
、「
古
代
メ
キ
シ
コ
文
明
へ

の
誘
い
」
と
題
し
た
公
開
講

座
を
８
月
１
日
、
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
い
た
。
メ
キ
シ

コ
史
が
専
門
の
井
上
幸
孝
教

授
が
、
マ
ヤ
や
ア
ス
テ
カ
で

知
ら
れ
る
古
代
メ
キ
シ
コ
文

明
の
魅
力
を
分
か
り
や
す
く

解
説
し
た
。

　
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
科
は
、
ス
ペ
イ

ン
政
府
機
関
の
「
イ
ン
ス
テ

ィ
ト
ゥ
ト
・
セ
ル
バ
ン
テ
ス

東
京
」
と
、
教
育
・
文
化
振

興
の
面
で
連
携
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。

　
昨
年
度
の
千
代
田
学
の
活

動
を
通
じ
て
メ
キ
シ
コ
大
使

館
と
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
実
施
し
て
き

た
。
今
年
度
は
同
じ
く
千
代

田
区
に
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
語

や
ス
ペ
イ
ン
文
化
の
普
及
に

取
り
組
む
セ
ル
バ
ン
テ
ス
東

京
と
も
連
携
を
深
め
て
い

く
。

　
７
月
21
日
、
小
林
貴
徳
国

際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

部
准
教
授
が
セ
ル
バ
ン
テ
ス

東
京
を
訪
問
し
、
ア
ン
ト
ニ

オ
・
フ
ラ
ド
研
究
主
任
ら
担

当
者
と
意
見
交
換
し
た
。
ス

ペ
イ
ン
語
を
学
習
す
る
学
生

の
要
望
に
応
じ
、
さ
ま
ざ
ま

　
本
学
は
７
月
31
日
、
愛
媛

県
と
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
促
進

協
定
を
結
ん
だ
。
連
携
し
て

学
生
の
就
職
活
動
を
支
援

し
、
愛
媛
県
へ
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
就
職
の
促
進
を
図
る
。

　
協
定
で
は
、
県
内
の
企
業

や
就
職
支
援
情
報
な
ど
の
周

知
▽
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
活
動

の
支
援
▽
県
内
の
企
業
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入

れ
｜
｜
な
ど
で
連
携
し
て
い

く
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

　
本
学
は
地
方
で
の
就
労
を

希
望
す
る
学
生
の
望
み
を
か

な
え
る
べ
く
、
地
方
自
治
体

と
の
協
定
締
結
を
促
進
し
、

次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
と

地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い

る
。

　
協
定
を
結
ん
で
い
る
自
治

体
か
ら
の
情
報
を
積
極
的
に

学
生
に
伝
え
て
い
る
ほ
か
、

自
治
体
の
担
当
者
を
招
き
、

地
域
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
や
地
方
企
業
を

対
象
と
し
た
企
業
説
明
会
を

開
催
し
、
き
め
細
か
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

　
就
職
促
進
協
定
締
結
は
37

自
治
体
（
36
府
県
１
市
）
と

な
っ
た
。

　
井
上
教
授
は
「
古
代
メ
キ

シ
コ
展
」
の
公
式
図
録
に
お

い
て
翻
訳
や
執
筆
を
担
当
し

て
い
る
。

　
第
１
部
で
は
古
代
文
明
を

取
り
上
げ
、
メ
キ
シ
コ
を
含

む
古
代
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
の
特

徴
と
し
て
、
石
器
や
農
耕
、

暦
・
文
字
、
宗
教
な
ど
を
挙

げ
、
紀
元
前
か
ら
ス
ペ
イ
ン

征
服
（
１
５
２
１
年
）
ま
で

の
文
明
の
歩
み
を
、
時
代
ご

と
に
説
明
。「
ス

ペ
イ
ン
に
よ
る

征
服
で
い
っ
た

ん
は
終
え
ん
を

迎
え
た
が
、
先

住
民
の
文
化
は

現
在
も
存
続
し

て
い
る
」と
し
、

具
体
例
と
し
て

「
死
者
の
日
」

と
呼
ば
れ
る
祭

礼
な
ど
を
挙
げ

た
。

人
が
参
加
し
、
大
学
図
書
館

の
仕
事
を
体
験
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
本
学
図
書

館
の
概
要
や
大
学
図
書
館
の

役
割
な
ど
を
聞
い
た
後
、
図

書
の
受
け
入
れ
や
整
理
、
利

用
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
実
務

に
取
り
組
ん
だ
。

　
図
書
の
購
入
依
頼
を
周
知

す
る
ポ
ス
タ
ー
作
り
に
も
取

り
組
ん
だ
生
徒
は
「
ポ
ス
タ

ー
作
り
は
楽
し
か
っ
た
。
図

書
館
の
広
さ
に
圧
倒
さ
れ
た

が
、
本
に
関
わ
る
仕
事
の
大

変
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
話
し
た
。

就
職
だ
よ
り

　〈
４
年
次
生
へ
〉
夏
期
休
暇

も
間
も
な
く
終
わ
り
ま
す

が
、
就
職
活
動
の
状
況
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
採
用
を

追
加
募
集
す
る
企
業
も
相
次

い
で
お
り
、
本
学
学
生
の
採

用
意
欲
が
高
い
企
業
の
求
人

情
報
も
継
続
し
て
届
い
て
い

ま
す
。
活
動
を
継
続
し
て
い

る
人
は
、
就
職
支
援
シ
ス
テ

ム
（
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
）
の
「
来

き
や
す
い
・
歩
き
た
く
な
る
）

な
千
代
田
区
を
と
ら
え
、
自

分
た
ち
の
学
び
の
場
が
持
つ

文
化
的
・
歴
史
的
環
境
を
再

確
認
し
て
ほ
し
い
」と
話
す
。

　
活
動
の
一
環
で
、
９
月
30

日（
土
）16
時
35
分
か
ら
、
舩

橋
客
員
教
授
の
映
画
『
谷
中

暮
色
』の
上
映
・
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
を
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

10
号
館
黒
門
ホ
ー
ル
で
開
催

す
る
。一
般
参
加
可
。
無
料
。

　
第
２
部
で
は
、
テ
オ
テ
ィ

ワ
カ
ン
、
パ
レ
ン
ケ
、
チ
チ

ェ
ン
・
イ
ツ
ァ
と
い
っ
た
メ

キ
シ
コ
を
代
表
す
る
遺
跡
の

数
々
を
豊
富
な
写
真
と
と
も

に
紹
介
し
た
。

　
今
回
の
講
座
は
、
２
０
２

３
年
度
千
代
田
学
の
一
環
。

千
代
田
区
に
あ
る
メ
キ
シ
コ

大
使
館
と
は
、
昨
年
度
の
千

代
田
学
で
も
連
携
し
て
活
動

し
て
お
り
、
冒
頭
の
あ
い
さ

つ
で
、
同
大
使
館
の
バ
レ
リ

ア
・
ソ
リ
ス
文
化
担
当
官

が
、
日
墨
関
係
の
さ
ら
な
る

深
化
に
期
待
を
寄
せ
た
。

な
学
習
機
会
を
提
供
す
る
ほ

か
、
双
方
の
連
携
を
深
め
、

多
様
な
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

や
、
ス
ペ
イ
ン
語
話
者
と
学

生
の
交
流
を
深
め
て
い
く
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
合
意
し

た
。

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
公
開
講
座

古
代
メ
キ
シ
コ
文
明
を
解
説

古
代
メ
キ
シ
コ
文
明
を
解
説

職員の案内で図書館を見学する高校生

校
企
業
情
報
」
や
「
ｉ
ｎ 

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
」
を
定
期
的

に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
有
効
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
就
職
活
動
を
う
ま

く
進
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
そ
の
理
由
を
分
析
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ひ
と

り
で
悩
ま
ず
、
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
課
の
相
談
（
対
面
及

び
ｗ
ｅ
ｂ
）
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　〈
３
年
次
生
へ
〉10
月
に
第

２
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開

催
し
ま
す
。
早
期
化
が
進
む

就
職
活
動
の
準
備
を
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
べ
き
か
を

知
る
た
め
の
重
要
な
機
会
と

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
後

期
も
各
種
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
ま
す
。
模
擬
面
接

や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
対
策
等
実
践
的
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
中
心
に
実
施
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い

て
は
「
ｉ
ｎ 

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ

ｓ
」
で
発
信
し
ま
す
の
で
、

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
夏
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
参
加
し
た
人
は
、
経
験
を

通
じ
て
得
た
学
び
や
気
付

き
、
反
省
点
等
を
ま
と
め
、

今
後
の
就
職
活
動
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

高校生が図書館業務体験

23年度「千代田学」

土屋教授らの研究が
事業提案制度に採択

井上教授が古代メキシコ文明の特徴を解説

ス
ペ
イ
ン
政
府
機
関
と
連
携

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

ス
ペ
イ
ン
語
教
育
の
充
実
に

つ
い
て
話
し
合
う
小
林
准
教

授（
中
央
）と
セ
ル
バ
ン
テ
ス

東
京
の
担
当
者

キャンベラとウーロンゴンで学んだこと
　新型コロナ禍の前のことですが、キャンベラ

にあるオーストラリア国立大学（ＡＮＵ）で７カ

月、シドニー郊外に位置するウーロンゴン大学

（ＵＯＷ）で５カ月、在外研究をしていました。

　ウーロンゴンでは私一人でオーストラリア人

夫婦のところにホームステイをしていました。

当時45歳であったおじさんを、快く（？）引き受

けていただいたホストファミリーとはいまでも

交流があります。ホームステイをすると当地の

文化というか生活様式を体感できますが、私の

専門との関係で特に勉強になったのが介護で

す。ホストファミリーは病気のため介護を必要

としていたのですが、朝起きてから寝るまでの

当地の介護を見ていると、日本の介護の仕組み

には何か欠けているものがあるような気がしま

した。

　キャンベラでは家族で滞在していたことも

あり、子育ての

ことで学ぶこと

が多くありまし

た。キャンベラでのさまざまな場面での子育て

支援を見ていると、日本の「こどもまんなかアク

ション」には何かが足りないような気がします。

　キャンベラでは、ボランティアで英語を教え

てくださる方がいて、シェイクスピアを使って

英語の勉強をしました（シェイクスピアばかり

読んでいたわけではなく、ＡＮＵで私の専門で

ある行政法の研究をしていました。念のため）。

これはいまでも続いていて、メールとＺｏｏｍ

で授業を受けています。

　海外で生活するのは勇気がいりますし大変で

すが、それ以上に得ることがたくさんあります。

　皆さんも留学してみませんか。

 （学生部委員・山田健吾）

愛
媛
県
と
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
促
進
協
定


